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は
じ
め
に 

 

 

漱
石
文
学
研
究
は
、
時
代
の
流
行
の
研
究
方
法
の
波
に
い
つ
も
洗
わ

れ
て
き
た
。
自
然
主
義
全
盛
期
に
お
い
て
は
、
そ
の
評
価
は
や
や
も
す

れ
ば
低
く
、
昭
和
三
十
年
代
初
頭
ま
で
は
、
研
究
対
象
と
し
て
、
田
山

花
袋
、
島
崎
藤
村
な
ど
の
自
然
主
義
作
家
の
後
塵
を
拝
し
て
い
る
。 

戦
後
、
荒
正
人
が
フ
ロ
イ
ト
の
理
論
的
枠
組
を
援
用
し
『
夢
十
夜
』

の
分
析
（
注
①
）
を
し
、
三
好
行
雄
の
作
品
の
構
造
と
表
現
に
即
し
た

読
み
に
よ
る
漱
石
文
学
へ
の
接
近
（
注
②
）
に
対
し
て
、
江
藤
淳
は
、

そ
の
出
生
に
ま
つ
わ
る
養
子
の
位
置
や
兄
嫁
登
世
と
の
関
係
に
よ
る
存

在
の
揺
ら
ぎ
・
罪
の
意
識
か
ら
我
執
を
追
及
す
る
「
暗
い
漱
石
」
を
発

見
し
、
以
降
『
漱
石
と
そ
の
時
代
』
を
第
一
部
～
四
部
（
注
③
）
ま
で

に
わ
た
っ
て
書
き
継
い
だ
。
猪
野
謙
二
は
作
品
の
低
音
部
に
、
庶
民
へ

の
眼
差
し
を
見
出
す
と
と
も
に
、「
漱
石
の
実
存
的
自
覚
の
深
刻
さ
」（
注

④
）
を
指
摘
し
た
。
蓮
見
重
彦
『
夏
目
漱
石
論
』（
注
⑤
）
は
、
構
造
分

析
に
身
体
論
を
か
ぶ
せ
た
も
の
だ
ろ
う
し
、
大
岡
昇
平
『
小
説
家
夏
目

漱
石
』
の
「
百
合
の
美
学
」「
水
・
椿
・
オ
フ
ィ
ー
リ
ア
」
な
ど
は
、
記

号
論
的
（
注
⑥
）
と
い
う
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
小
森
陽
一
『
構
造
と

し
て
の
語
り
』
は
、
前
田
愛
の
薫
陶
を
受
け
た
テ
ク
ス
ト
論
の
系
統
（
注

⑦
）
で
あ
り
、
石
原
千
秋
『
漱
石
の
記
号
学
』（
注
⑧
）
は
、
大
岡
昇
平

的
と
い
え
る
。
最
近
で
い
え
ば
、
石
原
千
秋
は
、
フ
ロ
イ
ト
・
ラ
カ
ン

に
連
な
る
精
神
分
析
理
論
を
駆
使
し
た
『
こ
ゝ
ろ
』
の
読
み
取
り
を
行

い
、
小
森
陽
一
の
「
テ
ク
ス
ト
論
」
の
方
法
に
よ
る
読
み
取
り
を
脱
構

築
し
た
。
以
上
の
よ
う
に
、
実
存
主
義
、
構
造
主
義
、
記
号
論
、
身
体

論
、
神
話
学
の
援
用
に
よ
り
、
多
様
な
解
釈
が
提
示
さ
れ
、
漱
石
文
学

研
究
は
膨
大
を
極
め
る
。 

本
論
文
の
一
つ
の
軸
は
、
そ
れ
ら
の
研
究
を
う
け
い
れ
な
が
ら
も
、

漱
石
に
お
け
る
「
俳
句
的
な
る
も
の
」
の
重
要
性
を
確
認
し
た
い
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。
漱
石
の
文
体
の
成
立
の
現
場
に
降
り
立
ち
、「
文
」
ひ

い
て
は
写
生
文
と
そ
の
背
後
に
あ
る
東
洋
的
詩
精
神
（
漢
詩
文
・
悟
り
・

俳
味
禅
味
・
彽
徊
趣
味
）
に
つ
い
て
、
問
題
提
起
し
た
い
と
考
え
た
。 

 

つ
ま
り
、
最
短
の
詩
「
俳
句
」
と
移
入
さ
れ
た
ば
か
り
の
「
小
説
」

の
間
を
埋
め
よ
う
と
い
う
試
み
で
あ
る
。 

も
う
一
つ
の
軸
は
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
文
学
は
文
学
だ
け
で
は

成
立
し
な
い
。
横
軸
に
は
、
そ
の
時
代
の
状
況
が
あ
る
し
、
縦
軸
に
は

江
戸
か
ら
明
治
の
激
動
す
る
時
代
の
流
れ
と
い
う
一
般
的
な
歴
史
と
作

家
の
個
人
史
が
あ
っ
て
、
そ
の
接
点
と
し
て
文
学
は
形
成
さ
れ
て
い
く
。

1



 

漱
石
文
学
に
お
け
る
そ
の
接
点
を
析
出
し
た
い
と
考
え
た
。 

第
一
章
は
、
西
洋
文
化
の
広
が
り
の
中
で
、
急
激
に
近
代
化
を
推
し

進
め
る
日
本
に
お
い
て
、
東
西
文
化
の
根
深
い
異
質
性
と
絶
望
的
な
距

離
の
自
覚
の
下
、
英
国
留
学
か
ら
帰
国
後
開
始
さ
れ
た
漱
石
の
文
学
活

動
の
礎
を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、
散
歩
す
る
と
い
う
西
洋
の
身
体

技
法
を
身
に
付
け
、
英
文
学
を
研
究
し
、
英
詩
を
創
作
し
つ
つ
、
西
洋

文
明
を
批
判
し
、
抗
い
な
が
ら
も
巻
き
込
ま
れ
ざ
る
を
得
な
い
漱
石
自

身
の
姿
を
、
「
散
歩
す
る
漱
石
」
と
い
う
題
と
し
て
結
晶
さ
せ
た
。 

 
 

 
 

 

旅
行
は
、
散
歩
す
る
こ
と
の
延
長
上
に
あ
る
。
第
二
章
は
旅
行
記
で

あ
る
「
満
韓
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
」（
注
⑨
）
と
そ
の
影
響
を
深
く
受
け
て
い

る
『
門
』（
注
⑩
）
論
を
含
ん
で
い
る
。
近
代
的
個
人
主
義
の
確
立
と
と

も
に
そ
の
精
神
に
忍
び
込
ま
ざ
る
を
得
な
い
『
門
』
の
「
寂
し
さ
」
と

満
州
な
ど
の
植
民
地
を
持
っ
た
帝
国
日
本
の
寂
し
さ
を
だ
ぶ
ら
せ
て

「
寂
し
い
近
代
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
で
具
現
化
し
た
。 

 
 

   

注 

①
荒
正
人
「
漱
石
の
暗
い
部
分
」
「
近
代
文
学
」
一
九
五
三
・
一 

②
三
好
行
雄
『
鷗
外
・
漱
石 

明
治
の
エ
ー
ト
ス
』
一
九
八
三
・
五 

力
富
書
房 

③
江
藤
淳
『
夏
目
漱
石
』
一
九
六
六
・
三 

講
談
社
、
『
漱
石
と
そ

の
時
代 

第
一
部
～
第
四
部
』
一
九
七
０
・
八
～
一
九
九
六
・
十 

新
潮
社 

④
猪
野
謙
二
『
明
治
の
作
家
』
一
九
六
八
・
十
一 

岩
波
書
店 

⑤
蓮
見
重
彦
『
夏
目
漱
石
論
』
一
九
七
八 

青
土
社 

⑥
大
岡
昇
平
『
小
説
家
夏
目
漱
石
』
一
九
八
八
・
五 

筑
摩
書
房 

⑦
小
森
陽
一
『
構
造
と
し
て
の
語
り
』
一
九
八
八
・
四 

新
曜
社 

⑧
石
原
千
秋
『
漱
石
の
記
号
学
』
一
九
九
九
・
四 

講
談
社
選
書 

⑨
「
満
韓
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
」
（
一
九
０
九
・
十
～
十
二
） 

⑩
『
門
』
（
一
九
一
０
・
三
～
六
） 
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あ
と
が
き 

様
々
に
漱
石
の
作
品
論
を
書
き
続
け
て
き
た
が
、
文
体
、
生
涯
、
時

代
と
の
関
わ
り
な
ど
を
ま
と
め
る
べ
く
、
今
後
『
道
草
』
論
を
用
意
す

る
こ
と
を
通
じ
て
、
漱
石
文
学
の
位
置
を
見
直
し
た
い
。『
道
草
』
の
前

ま
で
は
、
写
生
文
の
語
り
に
よ
る
小
説
な
の
だ
が
、『
道
草
』
は
写
生
文

の
枠
を
破
り
、
そ
の
創
作
態
度
を
破
壊
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
代
わ
り

に
「
自
然
」
「
天
」
と
い
う
言
葉
が
頻
出
す
る
。
ゆ
え
に
、
『
道
草
』
と

と
も
に
語
ら
れ
る
「
則
天
去
私
」
と
は
何
か
と
い
う
問
題
に
も
挑
戦
し

た
い
。 

ま
た
、
『
明
暗
』
執
筆
中
の
午
前
は
小
説
を
、
午
後
に
は
漢
詩
を
制

作
し
た
と
い
う
小
説
と
漢
詩
の
問
題
に
挑
み
、
詩
と
小
説
の
間
に
埋
め

ら
れ
た
漱
石
固
有
の
東
西
文
学
の
隔
絶
の
深
さ
を
、
析
出
し
た
い
と
考

え
る
。 
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